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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜カウンセリング・面談報告＞

・山野下恵子様～仕事は順調で、プライベートも充実していた。母親のことで少し苛々することがあるようだが、なんとかやり過ごしていた。母に対しては、子供の頃にやさしくしてもらえなかったことや、守ってもらえなかったことがまだ残っているといい、姉へのコンプレックスも母のせいだと考えていると話す。母親に対して「○○だ」と決め付ける発言が多いため、＜と思っている、感じているということだよね＞という返しをしている。

・七崎　之利様～研修の都合で診察日がずれることもあり、診察日とカウンセリングを交互に毎週行いたいと希望しており、了承する。女性に言われた言葉を気にしており、苛々をなんとか抑えている状態であった。冬になると調子を崩しやすいことを自覚しており、季節性と睡眠の不安定さが病状悪化を招くのではないかと心配している。

・藤井　純子様～新しい交際相手と旅行に行ってきたという。しかし、相手がすぐにでも結婚したいという面が強く、本来なら躁的になっても不思議ではない状況で、冷静、むしろうつ症状が強まっていると感じていると言う。本人は、自分の病気を受け入れている、家事などは望まないと話しているが、両親には反対されるのではないかと考えている。また、“巣”であるアパートへ招くことも抵抗があると話しており、変化に対応しきれていないようである。

・佐々木恵久子～夫と言い合う事があったが、夫の知人の一言で人が変わったようになたと良い変化を感じていた。話が迂遠で、修正の介入が必要な事が多い。“終わります”と告げても話し始める事が多く、枠を守ることは相変わらずできていない。＜友人からカウンセリングをもっと増やした方がいいと言われて＞と言うため、ただ話す場ではないことを説明しお断りしている。

＜心理検査実施予定＞

11/24（火）10：30～　織田時男様　MMSE、HDS-R　　担当：小川

11/27（金）11：00～　曽我泰庸様　MMSE、HDS-R、CDT　　担当：小嶋

11/30（月）10：30～　菊池香様　　WAIS-Ⅲ　担当：小嶋

＜新患情報＞

・藤村　徹様（31）　11月27日（金）11：00来院、診察　伊藤Ｄｒ

　　岩手県釜石市出身、同胞2名、第2子、長男として出生。地元の小、中、釜石高卒業

後、神奈川県にて就職し、工場設計の仕事に従事。9年間勤務し退職。23歳で結婚し、２

子儲けるも、26歳で離婚。子供を引き取り、3人で生活している。28歳から自営でインタ

ーネットショッピングの仕事を開始。31歳で自営業を辞め、Ｈ27.10月末に八戸市へ転居（地元の釜石市へ転居したかったが、震災により仕事が無い為、地元に近い八戸市へ転居）。現在は就職活動中、貯金や児童手当金等で生活している。2ヶ月位前から夜寝ようとすると、漠然とした不安感にかられ、仕事が決まらない事等考えてしまい、寝ようとするも眠くならず、眠れないようになる。22時入床するも、1時頃にようやく入眠、その後１時間～2時間位で覚醒し、朝までに3回は中途覚醒し、6時に起床。再入眠にはさほど時間はかからない。同時期より、毎日頭痛（左耳の後ろの痛み）が出現し、毎日1日2回市販のイブを内服している。1日の中で痛くなったり、軽減したりを繰り返している。また、２週間位前より、食欲低下、食事摂取量低下（元は1日3食→1日1～2食）、体重減少（1ヶ月で３Ｋｇ減少）あり。今回、症状改善目的にて当院へ受診相談される。

